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はじめに

ま中奉唱 GD産量重義披露E理
一暢ト日 t' 帥Hltï~ーとの関わりー

側トロt'D"H Hï~ー研究開発部長 照屋輝一

沖縄経済は二期にわたる沖縄振興開発計画を通じて社会資本の整備が進み、経済

規模も全国を上回る率で成長し、県民総生産は昭和62年度実績で24.469億円で復帰

時の約5倍と飛躍的に拡大してきた。然し、これは全国平均の約2倍に相当する財政

投資に負うところが大きく、その産業構造は全国と比較して第三次産業に偏重した

消費経済的様相を呈しており、特に産業別県内総生産に占める製造業(工業)の構

成比は6.5%と全国平均よりも 22.5ポイントも低く、産業構造上の弱点となっている。

工業は知識集約型で付加価値が高く、雇用吸収力が大で、またいろいろな形で他

産業への波及効果を有してその付加価値を高めるロ地域経済の健全な持続発展を促

進する地域産業のパックボーンとしてその強力な振興を図るべきであり、(鮒トロt"h
T9/t. ï~- (TTC)設立の役割もそのことと深く関わっている。

1 ，工業振興の課題

沖縄は従来、工業立地上見るべき資源がない、市場規模が小さい、離島県で原材

料や製品の輸送コストが割高であるなどの理由から工業が発展せず、技術の集積が

立ち遅れてきた。そのため工業の立地条件が大きく技術力に左右されるようになっ

た今日でも、沖縄の地域特性を活かした工業の高度展開、高い工業集積の実現を困

難なものにしている。技術集積と工業集積は不即不離の関係にあり、工業の発展は

その地域の技術集積を高め、技術集積の高さはより一層の工業の発展を招来する好

循環のパタ ンによる経済発展が実現される。沖縄の場合は、この逆の悪循環パタ

ーンに陥っている感は否めない。この悪循環を知何に断ち切るかが工業振興の真の

課題と考えられる。

2，工業振興のための中核的ターゲットの必要性

工業の発展が遅れ技術集積が低く悪循環に陥っている地域では、地域の力(り・力

i.f:J) を分散した総花的な工業振興策では効率が悪く、悪循環を断つことは極めて

困難である。このような地域では、地域の産官学の総力をあげた展開の求心力とな

りうる分野を工業振興の中核的ターゲットとして設定することが望まれる。 その

分野に産官学の分散した技術力、研究開発力を集結し、さらに産官学ともに優先的

にその分野の施設・設備の強化、人材の養成・確保、研究開発費の投入等を強力に

推進する必要がある。これにより、その分野の振興を先導的に実現することで他の

産業、さらに農林水産業や観光・リゾート産業など他の産業分野の振興・発展を誘

導するわけである。
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3.中核的ターゲットの選定

中核的ターゲットには21世紀に向かつて沖縄での展開に最も有利な条件を備え、

大きな発展性を有し、振興が可能な分野が設定されなければならない。

即ち、沖縄の地域特性上有利な展開が可能で、技術・情報・人材などの技術集積

も比較的優位にあり、内外の経済環境や科学技術の動向などから将来的に有望で、

かっその振興が他の工業分野や他の産業の発展に大きな波及効果が期待できる分野

であることが望まれる。

工業開発は基本的に魅力的な資源(素材・条件)を活かし、これを市場が求める

品質、価格の製品に高度の技術によって生産・加工し、強力な流通・販売を展開し

ていくことにある。

沖縄は、その地理的位置、広大な海域、亜熱帯性気候、独特の歴史的風土と自然

環境に根差した伝統技術・文化など独特の地域特性を有し、工業資源としても太陽

エネルギーやバイオマス(生物資源)、海洋資源など、内外の経済環境や科学技術

の動向からみても21世紀に向かつての産業展開上有望な素材・条件となりつつある。

とりわけバイオマスは、上述の沖縄の地域特性を網羅した形の資源的特性を有し、

さらに技術開発や、市場展開の上でも他の分野よりも比較的優位にあり、しかもい

ま一つのモノづくり産業である農林水産業の振興にも多大の複合的効果が期待でき

る。即ち、工業振興の中核的ターゲットとしてはバイオマス分野への設定が妥当で

あろうと思われる。

4， .中核的ターゲットとしてのバイオマス利用の展開と TTCの役割

沖縄地域でのバイオマス利用では、亜熱帯農業の持続発展の上でもサトウキピ、

パインアップル、パパイヤ、ヒラミレモンなど、未利用資源としてのギンネム、ゲ

ットウ、ホテイアオイなどの総合的高度利用が重要であり、またガンやエイズなど

難病の予防・治療に効果を有する多様な生理活性物質を含有する海洋生物の利用が

期待される。

経済大国日本の中で、原料の生産及びその利用加工の上で割高となりやすいコス

トを克服してゆくために、バイオマスが含有する高付加価値物質の分離利用から最

終残漬の肥料・土壌改良材までの総合利用体系の確立が重要である。即ち、バイオ

マス利用の産業的成功とその持続発展の鍵は総合的高度利用体系の確立にあり、強

固な農工の連携、産官学による集中的技術開発、市場開発の強力な展開にある。

側トロピカ)~T~It!.i?-(T T C)は頭脳立地構想により、地域整備公団、沖縄県、具志

川市、沖縄電力側、他 1市 l町、民間33社の出資により、沖縄県の産業振興に資す

るための研究開発、人材育成、情報提供事業などを事業概要として平成2年10月設立

された第三セクターである。

その事業の核、特に研究開発事業では" (沖縄の地域特性に立脚した)r塾呈二車
熱帯地域資源の工業的高度利用分野」をメインとし、その関連分野"をターゲット

-9-



としている。当然、熱帯・亜熱帯地域資源はバイオマス並びにその関連分野が中心

になるものと考えている。

従って、産業振興の中核的ターゲットとしてのバイオマス利用の展開の重要な推

進役としての役割が期待される口 TTCは第三セクターであるが株式会社でもある。

即ち、 TTCの役割は、沖縄地域におけるバイオマス利用の産業化を促進するため

に、短期的には株式会社として大学や研究機関における研究成果を"固いお米の<

ご飯>からくおかゆ>にする" ための事業を、中・長期的には第三セクターとして

大学や研究機関における産業化のシーズを育てるための事業を強力に推進すること

になろう。

おわりに

TTCが沖縄地域の産業振興のための先導的役割を果たし得るためには、地域の

産官学の多大のご支援、ご協力が不可欠であり、変わらぬご指導、ご鞭援をお願い
しfこ1，¥。
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